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研究背景 

 核融合プラズマ対向材料の間歇的高熱流プラズ

マに対する耐性などを調査するため、パルスプラズ

マ装置を用いた金属試料に対する熱パルス照射実験

が行われている。名古屋大学の所有するプラズマ装

置NAGDIS-PGでは磁化同軸プラズマガンによって

パルスプラズマ照射を可能としているが、このとき

生成されるプラズマのパラメータは放電ごとに一定

ではなく(1)、材料の表面変化に関する系統的な結果

解釈を困難にしている。そのため、ショットごとの

射出プラズマ特性のばらつきを同定することを目的

として、高密度計測に適用可能なレーザー干渉計を

用いた密度計測が行われているが、信号に現れるノ

イズ成分が計測精度を低下させる問題が生じている。 

 本研究では、干渉計にみられるノイズの原因を調

査し、低減に有効な方法を提案することでプラズマ

ガン実験の信頼性向上を目指す。さらに、パルスプ

ラズマ照射時の金属表面温度変化への影響が指摘さ

れている不純物堆積(2)について、照射実験と表面観

察から調査を行う。 

 

実験装置・方法 

 NAGDIS-PGは定常プラズマ生成装置である

NAGDIS-Iと、磁化同軸プラズマガンの複合装置であ

る。本実験ではプラズマガンのみを使用する。プラ

ズマガンの運転では、内部に磁場を発生させるバイ

アス電流、ガスを導入する弁を動かすガスパフ電流、

プラズマを作るガン電流の順に電源を駆動する。生

成されるプラズマ密度は1~10×1021 m-3である。放電

電圧によりこれらのパラメータは変化する。 

 レーザー干渉計は、レーザー・ディテクター本体

を含む光学系およびオシロスコープから構成される。

ノイズ低減策として、ケーブル由来ならびに電磁波

由来それぞれに対して以下の対策を施した。 

 まず、計測系の電源を無停電電源装置（UPS）に

接続し、放電時に建屋の電気系統から切り離すこと

で、ケーブル由来のノイズを除去した。次に、電磁

波吸収スポンジにより光学系を覆い、電磁波起因の

ノイズ成分の低減を図った。さらに、スパイラルア

ンテナを用いて、電磁波発生の空間分布について調

査を行った。 

 

実験結果 

図1にUPS未使用時にレーザー干渉計により計測

された電子密度の時間発展を示す。スパイク状のノ

イズが重畳していること・密度が負の値をとってい

ることから正確な密度計測が出来ていないことがわ

かる。対して図2に示すように、UPS使用時のレーザ

ー干渉計の計測結果では、図1と比べるとスパイク状

のノイズがみられず、また密度も負の値をとってい

ないことがわかる。図1、図2の放電条件は同じであ

ることから、レーザー干渉計の精度の低下は電源ラ

イン由来の電磁ノイズが大きな要因になっていたと

考えられる。 

 

講演では、電磁波吸収スポンジ導入による影響や

電磁波計測の結果に加えて、パルスプラズマ照射に

よる金属材料の表面変化について、EDS・SEMによ

る観察結果を発表する予定である。 

 
図1 UPS未使用時のレーザー干渉計の計測結果 

 
図2 UPS使用時のレーザー干渉計の計測結果 
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